
荒川に関わる歴史的遺産の調査をしています。

荒川上流部の近代改修（大正７年～）が始まってもうすぐ１００年が経ちます。
平成の時代になっても、先人たちの残した遺産が流域の至る所に存在します。
そのような治水に関わる歴史的遺産などを 調査を通じてご紹介していきたいと思います

①久下戸氷川神社
寛保２年大水の洪水位碑が残る境内

そのような治水に関わる歴史的遺産などを、調査を通じてご紹介していきたいと思います。

寛保２年大水の洪水位碑が残る境内

水位

久下戸氷川神社には、寛保（江戸時代）
洪水位標があります。永く後生に伝える
ため石碑を建立したそうですため石碑を建立したそうです。



②齊藤治水翁顕彰碑
治水翁と言われた齊藤裕美の顕彰碑

③びん沼
荒川の河道だった部分

新河岸川

荒 大改修と治水橋 完成 齊 荒川の旧河川であるびん沼は、荒川へ
の通水が遮断され沼地化したことからこ
の名となったそうです。

荒川の大改修と治水橋の完成には齊
藤裕美の献身的な力が極めて大きかっ
たことから「治水翁」と尊称し、顕彰碑を
建立したそうです。



④佃堤
上流南畑からの流水を防ぐ堤、白井武左衛門が築く

⑤新河岸川改修碑
新河岸川沿岸住民を水害から救った治水翁

志木市宗岡地区は以前 輪中堤で洪 新河岸川はかつて川越市から朝霞市志木市宗岡地区は以前、輪中堤で洪
水を防いでいました。佃堤もその一部で
上流南畑地区から流下する洪水流を防
ぐ目的で築かれたと言われています

新河岸川はかつて川越市から朝霞市
まで「九十九曲がり」の屈曲を直線化し
て９ｋｍも短縮し、両岸に２８ｋｍの堤防
を築きま た も齊藤裕美 功績ぐ目的で築かれたと言われています。 を築きました。ここにも齊藤裕美の功績
があります。



⑥横堤
２００８年に土木遺産として選奨された

左岸堤

横堤

荒川 特徴 ある横堤は 堤防より直荒川の特徴である横堤は、堤防より直
角に築いた堤防で、これにより遊水効
果を高めている。

川の流れに垂直になって
増水 水いるので、増水のとき水

がぶつかり、下流にゆっ
くり流れていきすぐに増
水するのを防いでいます


